
52.3mV

テスターの赤をMIJ-03の白い線に繋げる
テスターの黒をMIJ-03の黒い線に繋げる

＊
本マニュアルでは例として52.3mVの出力値で説明
しておりますが各センサーで出力値は異なります。

10~15分放置して出力値をメモします。
52.3mV

右の図のようにテスターを繋げたMIJ-03を屋外で木の枝
やポールに10~15分吊るして放置します。
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Environmental Measurement Japan
Soil Oxygen Sensor MIJ-03

1.
大気中にテスターと繋げたMĲ-03をぶら下げるなどして10分～15分程度放置します。 放置後にテスターの値（スパン値）
をメモします。
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LR5041でダイレクトに酸素濃度を%表示させる方法

2.
LR5041とPCを通信ケーブルで接続します。接続すると下記画面が表示されます。
記録方法の横測定方法を選択して下さい。



3.
スケーリングが未使用になっていますので編集をクリックします。

4.
編集を押すと下記画面が表示されます。スケーリング機能を使用するにチェックマークを入れます。ABを直接指定を選択し
ます。元のデータに最初にメモした値を入力します。
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5.
例えば50.3mVが大気中の値だとすると50.3を入力します。
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6.
次に係数を計算してます。LR5041ではY=axの式になりますのでシンプルに20.9%=a*50.3mVとなります。a=0.4155が
係数になります。HIOKIの設定の癖ですが元データ部分はmV表示になっていますが係数設定がV表示になってしまってい
ます。0.4155を素直に入力すると正確に演算できませんので1000倍した値を入力して下さい。ここでは415.5を入力して
います。最後に計算ボタンを押して20.9が表示されるかを確認して下さい。問題なければ保存ボタンを押して完了です。



7.
文字列に%を入力して保存ボタンを押します。最後に記録方法等を任意で設定して下さい。設定後に必ず[設定を送信]
ボタンをクリックし終了です。
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8.
全ての設定が終了してら動作確認を必ずして下さい。テスト計測はMĲ-03の穴に息を吹きかけるなどするといいでしょう。
以下は計測間隔1秒でテストした結果です。
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9.
%表示に設定することで酸素濃度を見たい時にLR5041の記録ボタンを一度押せば値が%で表示されますので表示器とし
て使用することも可能です。
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10.
LR5041設定方法は弊社WEBサイトMĲ-12またはHIOKIのWEBHPをご覧ください。
MĲ-12:
https://environment.co.jp/wp/wp-content/uploads/2022/07/MĲ12-Quick-Manual.pdf

HIOKI:
https://www.hioki.co.jp/jp/products/detail/?product_key=930
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